
施策

分野
施策の柱 No. 項目 単位 R1実績 R1目標 R2実績 R2目標 R3実績 R3目標 R4実績 R4目標 R5実績 R5目標 R6実績 R6目標 R7目標

団体 80 87 82 99 87 111 88 123 91 135 94 147 97

人 23,937 25,100 24,461 28,500 25,630 31,900 26952 35,300 28,432 38,700 30,454 42,100 31,400

人 2,156 2,064 2,555 2,267 2,310 2,470 2462 2,673 6,046 2,876 6,326 3,079 6,800

市町村 2 － 2 9 4 － 7 － 9 － 11 － ー

件 137 155 261 160 338 165 400 170 479 175 570 180 609

件 452 450 403 500 326 550 568 600 761 650 752 700 770

件 39 36 18 37 18 38 21 39 25 40 18 41 26

件 4,320 3,900 3,670 3,850 4,113 3,800 4690 3,750 4,670 3,700 4,485 3,650 4,620

箇所 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ー

件 2,874 2,930 2,552 2,980 2,284 3,030 2532 3,050 2,176 3,080 3,180 3,180 ー

件 108 121 34 123 44 125 35 127 36 129 48 131 38

件 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 30

％ 89.1 89.2 89.8 89.7 89.8 90.2 88.0 90.7 87.9 91.2 87.0 91.7 89

％ 78.0 78.4 77.7 79.4 77.7 80.4 78.7 81.4 76.3 82.4 76.3 83.4 80

人 - － 0 8 0 16 14 24 21 26 33 29 37

人 161 160 166 175 200 190 220 205 233 220 235 235 ー

人 3,487 3,250 3,683 3,256 3,879 3,456 4112 3,656 4,369 3,856 4,632 4,056 4,869

％ 2.6 2.6 33.3 60 33.3 80 43.5 100 43.5 100 39 100 70

人 1,371 1,160 1,538 1,210 1,675 1,260 1883 1,310 1,957 1,360 2,362 1,410 2,300

市町村 10 10 11 11 11 11 12 12 13 12 13 13 13

％ 82.3 82.3 83.9 100 81.3 － 82.8 － 82.8 － 87.7 － 100

令和6年度奈良県障害者計画の数値目標の進捗状況

3年ごとに36企業・団体の認定を目指す。

3年ごとに10,200人の受講を目指す。

年間203人の増加を目指す。

「地域福祉計画」を基に設定。

5 地域の相談支援ネットワークに向けた1圏域あたりの助言件数

11

6 発達障害者支援センターの関係機関への助言件数

7 発達障害者支援センターの外部機関や地域住民への研修件数

発達障害者支援センターへの相談件数

高次脳機能障害支援養成研修の受講者数

9

年間5件の増加を目指す。

年間50件の増加を目指す。

年間1件の増加を目指す。

誰もが適切な支援を受

けられる相談体制の強

化

12
サービス等利用計画において相談支援専門員が作成した計画の割

合

13
障害児支援利用計画において相談支援専門員が作成した計画の

割合

共生社

会の実

現に向

けた理

解の促

進

1 あいサポート企業・団体数

2 あいサポーター養成人数

3 障害者虐待防止・権利擁護研修の修了者数（累計）

4 権利擁護ネットワークの中核機関設置市町村数

必要な

ときに身

近な地

域で相

談でき

る体制

づくり

14 主任相談支援専門員研修修了者数

8

高次脳機能障害支援センター箇所数

高次脳機能障害支援センターの相談件数

障害のある人もない人

もともに暮らしやすい社

会づくり

希望す

る地域

生活を

ための

支援

バリアフリーの推進

19 移動等円滑化促進方針バリアフリー基本構想を作成した市町村数

20

鉄道駅のバリアフリー化率（１日当たり平均乗降客数3,000人以

上の駅及び２千人以上３千人未満でバリアフリー基本構想の生活

関連施設に位置付けられた駅の段差解消率）

ネットワークの強化 17 地域生活支援拠点設置市町村割合

住まいの確保 18 グループホームの定員数

自己決定・自立した生

活の支援

15 施設入所者の地域生活への移行人数（累計）

16 サービス管理責任者等研修修了者数

地域で

安心し

てともに

暮らす

ための

環境づ

くり

10 聴覚障害者支援センターの相談件数

年間8人の増加を目指す。

年間15名以上の地域生活への移行を目指す。（※R7から削除）

令和7年度以降、年間250件程度の増加を目指す。

令和6年度に100％を目指す。

見込量を上回る水準を目指す。

作成済市町村数の増加を目指す。

相談件数について年間50件の減少を目指す。

相談件数について年間50件の増加を目指す。（※R7から削除）

相談件数について年間2件の増加を目指す。

年間30人の増加を目指す。

年間0.5％の増加を目指す。

年間1.0％の増加を目指す。

地域における相談支援

の体制づくり



施策

分野
施策の柱 No. 項目 単位 R1実績 R1目標 R2実績 R2目標 R3実績 R3目標 R4実績 R4目標 R5実績 R5目標 R6実績 R6目標 R7目標

令和6年度奈良県障害者計画の数値目標の進捗状況

％ 54.7 54.2 56.9 70 74 － 74.7 － 76.6 － 79 － 80

箇所 372 372 374 377 383 382 390 387 396 392 400 397 402

市町村 10 10 12 13 16 16 16 19 25 22 37 25 29

箇所 255 257 259 272 270 287 271 302 286 316 308 330 306

人 95 100 127 110 140 120 149 130 159 140 170 150 172

％ ー 59 59 62 63 65 集計中 67 集計中 69 69 69 69

％ ー 81 79.5 82 82 83 集計中 84 集計中 84 84 84 84

％ ー 90 88 90.5 91 91 集計中 91.5 集計中 92 92 92 92

人 ー 1,330 1,413 1,276 1,365 1,176 1,325 1,076 1325 977 1,276 878 1,259

人 ー 850 869 836 839 782 822 728 821 674 788 621 782

人 ー 480 544 440 526 394 503 348 504 303 488 257 477

日 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 322 ー 325.1

箇所 2 3 2 4 2 4 3 4 4 4 4 4 ー

％ - 97 ー 97 － 97 － 97 41 97 41 97 97

人 37 30 70 60 98 90 130 90 166 110 166 110 186

人 33 20 56 30 77 40 96 40 114 50 115 50 119

％ 10.2 7.7 12.8 20 12.8 50 17.9 70 15.4 80 17.9 100 20

％ 12.8 5.1 17.9 20 20 50 23.0 70 17.9 80 23 100 20

人 110 112 113 120 123 － 135 － 144 － 152 － 162

人 113,454 － 119,534 135,600 123,267 － 131144 － 140,252 － 147,539 － 158,800

21 ノンステップバスの導入率

22 バリアフリー対応型信号機

バリアフリーの推進

20

鉄道駅のバリアフリー化率（１日当たり平均乗降客数3,000人以

上の駅及び２千人以上３千人未満でバリアフリー基本構想の生活

関連施設に位置付けられた駅の段差解消率）

33 保健所ごとの保健・医療・福祉関係者の協議の場の設置数

34 市町村ごとの保健・医療・福祉関係者の協議の場の設置割合

30 精神病床における1年以上の長期入院患者数（65歳以上）

地域で

安心し

てともに

暮らす

ための

環境づ

くり

31 精神病床における1年以上の長期入院患者数（65歳未満）

入院中の精神障害のある人の地域移行（入院後1年時点の退院

率）

29
入院中の精神障害のある人の地域移行（在院期間1年以上の長

期入院者数）

26
入院中の精神障害のある人の地域移行（入院後3か月時点の退

院率）

27
入院中の精神障害のある人の地域移行（入院後6か月時点の退

院率）

28

災害時における支援の

充実

23 個別避難計画の作成市町村数

24 福祉避難所の設置数

25 DWATチーム員登録者数

37
主に重症心身障害児を支援する児童発達支援事業所の設置市

町村又は圏域の割合

38
主に重症心身障害児を支援する放課後等デイサービス事業所の設

置市町村又は圏域の割合

市町村又は圏域への設置を目指す。

市町村又は圏域への設置を目指す。

年間9人の増加を目指す。

35 医療的ケア児等コーディネーター養成研修の修了者数

36 医療的ケア児等コーディネーターを配置している事業所数

39 認知症サポート医の養成者数

40 認知症サポーター養成数

いつでも

必要な

医療や

療育を

受けら

れる環

境づくり

保健・医療の充実

32
精神障害者の精神病棟から退院後、1年以内の地域での平均生

活日数

1日当たり平均乗降客数3,000人以上の駅及び２千人以上３千人未満でバリアフリー基本構想の生活関連施設に位置付けられた駅について、令和7年度末まで

に原則として全ての駅の段差解消を目指す。

令和7年度末までにノンステップバスの導入率80％を目指す。

年間5箇所程度の整備を目指す。

年間2～3市町村の増加を目指す。

年間10箇所の整備を目指す。

令和7年度に172人を目指し、以後、年間2人の増加を目指す。

基本指針の水準を目指す。（H30年度の数値は見込）

基本指針の水準を目指す。（H30年度の数値は見込）

基本指針の水準を目指す。（H30年度の数値は見込）

基本指針の水準を目指す。（H30年度の数値は見込）

基本指針の水準を目指す。（H30年度の数値は見込）

基本指針の水準を目指す。（H30年度の数値は見込）

基本指針の水準を目指す。（H30年度の数値は見込）

全ての保健所に設置を目指す。（※R7から削除）

全ての市町村に設置を目指す。

3年間連続開催し修了者各30名、その後は隔年開催し修了者各20名を目指す。

初年度は20名、2年目以降は既に配置している事業所から別の者が受講する場合もあるため事業所の増加数は年間5事業所を目指す。



施策

分野
施策の柱 No. 項目 単位 R1実績 R1目標 R2実績 R2目標 R3実績 R3目標 R4実績 R4目標 R5実績 R5目標 R6実績 R6目標 R7目標

令和6年度奈良県障害者計画の数値目標の進捗状況

回 1 5 0 6 0 6 0 6 0 6 0 6 1

人 52 50 49 60 61 70 53 80 66 90 65 100 70

人 11 9 11 15 9 21 8 24 8 27 10 30 12

％ 96.1 96.4 96.1 96.7 93.8 96.9 集計中 97.1 集計中 97.3 97.5 97.5 97.7

％ 93.4 93.7 94.3 94 91.7 94.3 集計中 94.6 集計中 94.8 95.0 95 95.2

市町村 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 5 ー 10

件 ー ー ー ー ー ー ー ー 11 ー 12 ー 21

％ ー ー ー ー ー ー ー ー 80 ー 80 ー 80

市町村 ー ー ー ー ー ー ー ー 15.4 ー 17.9 ー 25

障害児等療育相談実施箇所数 箇所 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 ー

件 417 425 440 430 442 435 339 440 146 445 143 450 ー

％ 10.2 7.7 10.2 20 10.2 50 10.2 70 10.2 80 10.2 100 ー

％ 35.8 30 38.5 40 38.5 50 41 70 41 80 56.4 100 ー

％ 75.6 69 81.4 70 87.5 71 95.8 72 96.2 73 96.4 74 97

％ 89.7 95 75.5 95 80.5 95 85.4 95 88.8 95 92.7 95 95

％ 2.79 2.79 2.83 2.85 2.88 2.94 2.91 3.03 3.06 3.12 3.00 3.2 3.14

位 1 1 1 1 1 1 2 1 2 1 2 1 1

人 55 159 133 182 199 205 174 228 190 250 集計中 273 244

件 3 1 9 2 6 4 7 6 3 8 0 10 ー

％ 10 10 6 10 6 11 5 11 5 12 5 12 ー

件 ー ー ー ー ー ー ー ー 158 ー 160 ー 160

人 ー 273 ー 280 ー 287 ー 294 ー 301 ー 308 ー

％ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 50

国策定の「認知施策推進大綱」を元に設定（メイト＋サポーター）。
40 認知症サポーター養成数

障害児等療育相談件数

保健所ごとの協議の場を設置したので、広域的な会議を立ち上げ年1回開催を目指す。

年間10人の増加を目指す。

精神科病棟のある公立病院を中心に、意欲的な民間医療機関を含めて登録者数を増やし、11チーム（33人）を目指す。

年間0.2～0.3％の増加を目指す。

年間0.2～0.3％の増加を目指す。

相談件数について年間5件の増加を目指す。（※R7から削除）

49
児童発達支援センター等による地域の中核的役割や機能強化に

取り組む市町村の割合 年間5％の増加を目指す。

46
ペアレントメンターやペアレントプログラム等の家族支援を実施する市

町村数 年間5件の増加を目指す。

47

41

42

43

特別支援教育の充実 54 特別支援教育に関する校内研修を実施した学校の割合

雇用の促進

55 障害者雇用率

いつでも

必要な

医療や

療育を

受けら

れる環

境づくり

【地域生活支援広域調整会議等事業】協議会の開催見込み数

【地域移行・地域生活支援事業】ピアサポート研修受講者数（延

数）

【災害派遣精神医療チーム体制整備事業】DPAT隊員登録者数

健康診査受診率（1歳6か月）

健康診査受診率（3歳）

障害特

性等に応

じた適切

な教育の

推進

52 保育所等訪問支援の設置市町村又は圏域の割合

特別支援教育の充実 53
通常の学級に在籍し個別の指導計画を作成している障害のある児童生徒（通

級による指導を受けている児童生徒を除く）割合

子どもへの支援の充実

44

45

50

51 児童発達支援センターの設置市町村又は圏域の割合

能力を

最大限

に発揮

し働き

続けら

れる就

労の促

進

58

60 就労移行支援事業の利用者数

56 福祉施設利用者の一般就労への移行人数

57 農業現場での職場実習の実施件数

【障害者就業・生活支援センター事業】登録者の就職率

59 【障害者就業・生活支援センター事業】登録者の就職件数

基本指針を上回る水準を目指す。

年間1～2件の実施を目指す。（※R7から削除）

2年ごとに1％上昇を目指す。（※R7から削除）

過去5カ年の伸び率を維持する。（※R7から削除）

令和6年度に100％を目指す。（※R7から削除）

保健・医療の充実

ペアレントメンターによる相談会等の件数
年間5件の増加を目指す。

48 児童発達支援センターの設置圏域の割合
令和8年度末までに全圏域への設置を目指す。

令和6年度に100％を目指す。（※R7から削除）

年間1％の増加を目指す。

95％以上を目指す。

全国1位を目指す。（R1年度の数値は実績）

就労の継続

年間160件の就職を目指す。

61
就労移行支援事業利用終了者に占める一般就労へ移行した者の

割合が5割以上の事業所の割合



施策

分野
施策の柱 No. 項目 単位 R1実績 R1目標 R2実績 R2目標 R3実績 R3目標 R4実績 R4目標 R5実績 R5目標 R6実績 R6目標 R7目標

令和6年度奈良県障害者計画の数値目標の進捗状況

箇所 ー 9 ー 9 ー 10 ー 10 ー 11 ー 11 ー

％ 100 100 89 100 100 100 81.8 100 85.7 100 100 100 100

人 67 153 150 153 148 155 118 155 120 157 集計中 157 ー

人 40 59 66 65 82 72 79 79 81 87 集計中 96 ー

人 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 132

％ ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 25

円 16,211 16,500 16,224 17,000 17311 17,500 18,056 18,000 24,696 18,500 集計中 19,000 26,400

百万円 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 675

百万円 30 28 28 29 33 30 38 31 39 32 37 33 41

人 142 140 140 143 134 146 129 149 134 152 137 155 140

人 51 50 50 53 54 56 51 59 51 62 48 65 57

人 50 51 50 54 56 57 52 60 57 63 58 66 63

人 ー － － 15 24 30 33 45 49 60 64 75 79

人 263 273 263 283 232 293 232 303 234 313 244 323 254

件 766 838 549 843 698 848 710 853 724 858 660 863 730

件 99 117 55 122 95 127 111 132 117 137 105 142 125

件 232 231 177 236 256 241 301 246 259 251 279 256 265

人 994 1,150 0 1,165 486 1,180 468 1,195 542 1,210 538 1,225 572

人 1,866 1,885 1,754 1,900 1,895 1,915 2069 1,930 1,687 1,945 1,545 1,960 1,850

※基本指針：障害福祉サービス及び相談支援並びに市町村及び都道府県の地域生活支援事業の提供体制の整備並びに自立支援給付及び地域生活支援事業の円滑な実施を確保するための基本的な指針（厚生労働省告示）

能力を

最大限

に発揮

し働き

続けら

れる就

労の促

進

66 就労定着支援事業所の利用者数

68 月額平均工賃

高等技術専門校における職業訓練（知的障害者）の受講者の

就職率

64 福祉施設から公共職業安定所へつないだ福祉施設利用者数

65
福祉施設から障害者就業・生活支援センターへつないだ福祉施設

利用者数

62 移行率3割以上の就労移行支援事業所数

63

年間工賃支払総額

70 障害者就労施設等からの物品等の調達額

2年ごとに1箇所増加を目指す。（※R7から削除）

誰もが

気軽に

社会参

加でき

る環境

づくり

【手話通訳者・要約筆記者派遣事業】実利用見込み件数（手話通訳

者）

【手話通訳者・要約筆記者派遣事業】実利用見込み件数（要約筆記

者）

【盲ろう者向け通訳・介助員数派遣事業】実利用見込み件数

情報アクセシビリティの

推進

71 手話通訳者数

72 要約筆記者数

73 盲ろう者向け通訳・介助員数

スポーツ・文化芸術活

動等の充実

79 障害者スポーツ大会参加者数

80 障害者作品展出展者数

76

77

78

74 失語症者向け意思疎通支援者養成数

75 点訳・音訳奉仕員数

年間15人の増加を目指す。

年間15人の出展者数増加を目指す。

年間15人の登録を目指す。

年間10人程度の登録を目指す。

年間5件の増加を目指す。

年間5件の増加を目指す。

年間5件の増加を目指す。

69

就職率100％を目指す。

福祉的就労への支援

67
就労定着支援事業利用終了後一定期間の就労定着率が7割以

上となる就労定着支援事業所の割合 25％以上を目指す。

就労の継続

61
就労移行支援事業利用終了者に占める一般就労へ移行した者の

割合が5割以上の事業所の割合 50％以上を目指す。

2年ごとに1％増加を目指す。（※R7から削除）

年間1割増加を目指す。（※R7から削除）

基本指針を上回る水準を目指す。

年間700円の増加を目指す。（※算定方法が変更になったためR5実績から新たな方法で算定）

年間50百万円の増加を目指す。

年間1百万円の増加を目指す。

年間3人程度の登録を目指す。

年間3人程度の登録を目指す。

年間3人程度の登録を目指す。


